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●かけがえのない町の将来を
ズバリ町政を問う！

●
●

ありゃぁどうなったんかいの？
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熊野町観光大使

ふでりん
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スポーツ少年団東熊野（空手道）
（関連記事 P15）令和２年

８月臨時会
９月定例会

輝け！熊
野町
スポーツ少年
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議
会
審
議

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

③ くまの議会だより　第116号 くまの議会だより　第116号 ②

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

令
和
元
年
度
決
算

（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

一般会計 94 億 3,000 万円
災害復旧・復興を優先

主要事業を『目的ごと』・ 『世代別』にまとめました。

目　　的 誕生の世代
《出産・幼児期》

学びの世代
《就学期》

働き盛り世代
《青年・壮年期》

シルバー世代
《熟年期》 事業の概要

災害対策

防災・減災まちづくり会議運営等事業 　　　212 万円 防災・減災対策を推進。
ワークショップや研修会開催。

防災行政無線デジタル化実施事業 　　9,940 万円 業者を選定。システム設計、機
器作成を実施。

東部地域防災センター (仮称 ) 整備事業 　　4,457 万円 業者を選定。
基本設計、実施設計等を実施。

災害廃棄物処理事業 　　5,021 万円 平成 30年 7月豪雨災害の
廃棄物処理。

農地及び農業用施設災害復旧事業 3億 4,756 万円 農地、農業用施設を復旧。

地域の活性化

筆の里工房事業 1億 6,600 万円 筆の里工房の円滑な運営。

商工振興事業 1億 3,470 万円 商工会を支援。企業立地奨励金。

筆の里工房周辺整備事業 1億 9,263 万円 「観光交流拠点」として公園を
整備するための用地買収等。

子育て世代「住むならくまの」
応援事業　1,446万円

若年層の定住を促進。
住宅の購入への助成金。

子育て・教育

保育所運営一般事務事業・
保育所運営事業

６億 5,386 万円

認可保育所（４施設）と認定こ
ども園（１施設）の充実。
多様な保育ニーズに対応。

くまの・こども夢プラザ管理運営事業
母子保健事業等

3,707 万円

子育て支援、移住・定住情報を
発信。
妊産婦・乳幼児の健康保持増進。

放課後児童健全育成事業
4,291 万円

放課後児童クラブ対象児童を
小学 6年生までに拡大。

小・中学校大規模改造事業
1億 7,891 万円

ブロック塀改修工事。
空調設備設置工事。

健　　康
感染症対策事業 　　5,401万円 定期予防接種を実施。

生活習慣病予防対策事業
　3,322万円

健康増進事業。住民健診や健康
教育、健康相談等を実施。

交　　通 交通輸送対策事業 　　3,187万円 生活福祉交通、おでかけ号運行。
公共バス路線の運行を確保。

令和元年度決算を可決
[ 昨年度比マイナス 0.7%]



⑤ くまの議会だより　第116号 くまの議会だより　第116号 ④

一
般
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議
会
・
委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

令
和
元
年
度
決
算

議
会
審
議

議
会
審
議

気になる４件をピックアップ

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、民
生
委
員
児
童
委
員
は
訪

問
活
動
を
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ躇

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

Ａ
．
５
月
ま
で
訪
問
活
動
を
自
粛
し
て
い
た
が
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
児
童
等

の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
訪
問
活
動
を
再
開
し
た
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
３
密
を
避
け
な
が
ら
訪
問
活

動
を
強
化
し
て
い
る
。

Ｑ
．
熊
野
筆
観
光
㏚ 
広
告
は
広
島
駅
構
内
の
ど
こ
に
、

い
つ
掲
示
す
る
の
か
。

Ａ
．
駅
構
内
２
階
の
改
札
付
近
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、
早
急
に
掲
示
す
る
。

Ｑ
．
広
電
バ
ス
に
交
付
す
る
バ
ス
路
線
維
持
支
援
金

の
算
出
根
拠
は
。

Ａ
．本
年
３
〜
６
月
と
前
年
同
期
の
収
支
を
比
較
し
、

減
収
分
の
二
分
の
一
の
額
と
し
た
。

Ｑ
．
大
原
ハ
イ
ツ
内
に
設
置
す
る
災
害
碑
の
設
置
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
．
大
原
ハ
イ
ツ
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

10
月
に
内
容
を
検
討
し
、
公
園
の
実
施
設
計
と

併
せ
年
度
内
の
工
事
完
了
を
目
指
す
。

Ｑ
．
有
害
獣
被
害
に
係
る
今
年
度
補
助
金
の
交
付
状

況
と
駆
除
頭
数
は
。

Ａ
．
８
月
末
現
在
、
電
気
柵
８
件
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
７
件
分
の
補
助
金
を
交
付
。
駆
除
頭
数
は

猪
140
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
３

頭
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
５
頭
、

タ
ヌ
キ
１
頭
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
可
決

歳
入
・
歳
出
と
も
１
億
６
１
３
９
万
円
の
増
額

総
額
124
億
152
万
７
千
円
に

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
事
業
予
算
》

○
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
予
算

　

①
選
挙
事
務
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
投
票
用
紙
自
動
分
類
機
、

　
　

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
購
入

699
万
３
千
円

　

②
未
就
学
児
用
マ
ス
ク
の
購
入

440
万
円

　

③
庁
舎
（
議
場
）
に
消
毒
液
、
空
気
清
浄
器
等
を
購
入

100
万
円

○
町
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
予
算

　

①
外
出
機
会
が
減
少
し
た
高
齢
世
帯
等
の
相
談
援
助
活
動
を

　
　

強
化
す
る
た
め
の
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
費
の
増
額

27
万
円

　

②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利
用
者
の
減
少
等
大
き
な
影
響
を
受
け
た

　
　

公
共
交
通
事
業
者
に
バ
ス
路
線
維
持
支
援
金
等
を
交
付２

１
６
０
万
円

　

③
町
内
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
車
内
の
感
染
対
策
の

　
　

た
め
の
消
毒
液
、
マ
ス
ク
、
仕
切
り
板
等
の
費
用
を
助
成

321
万
円

○
町
内
の
経
済
活
動
を
守
る
た
め
の
予
算

　

①
町
内
飲
食
店
等
の
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境
の
設
置
助
成

179
万
円

　

②
筆
の
里
工
房
の
利
用
促
進
の
た
め
入
館
料
を
減
免
助
成

172
万
円

　

③
熊
野
筆
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
広
島
駅
構
内
に
デ
ジ
タ
ル
広
告
掲
示   310

万
円

《
そ
の
他
の
予
算
》

　

①
く
ま
の
・
み
ら
い
交
流
館
の
防
災
施
設
改
修
に
係
る
実
施

　
　

設
計
業
務

724
万
９
千
円

　

②
避
難
所
運
営
に
係
る
人
件
費
や
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
を

　
　

後
世
に
伝
え
る
災
害
碑
の
設
置
等

667
万
５
千
円

　

③
有
害
獣
防
除
用
施
設
設
置
事
業
補
助
金
の
増
額

60
万
８
千
円

ピックアップ④

町から報告３件・議案９件、認定２件、議会から発議１件
（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

主 な 質 疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
③

Ｑ
．
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ス
ペ
ッ
ク
内
容
な
ど
の
選

定
理
由
は
。

Ａ
．
国
の
仕
様
書
を
基
に
本
町
の
仕
様
書
を
作
成
し
た
。

Ｑ
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
。

Ａ
．
８
月
末
現
在
町
内
全
人
口
の
22.5
％
、
５
３
６
５

人
に
交
付
し
て
い
る
。

Ｑ
．
感
染
症
対
策
と
し
て
配
布
す
る
未
就
学
児
用
の

マ
ス
ク
の
内
容
は
。

Ａ
．
幼
児
用
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
を
１
人
当
た
り
50
枚

（
２
か
月
分
）
の
備
蓄
と
、

肌
ア
レ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し

た
布
マ
ス
ク
を
１
人
１
枚

保
育
所
等
を
通
じ
て
配
布

す
る
。

地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
採
択
（
発
議
第
３
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響

を
も
た
ら
し
て
お
り
、
地
方
財
政
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、令
和
３
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

○
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
一
般
財

源
総
額
の
確
保
・
充
実
。

　

○
令
和
２
年
度
地
方
税
収
の
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
万
全

の
減
収
補
填
措
置
と
減
収
補
填
債
対
象
税
目
の
弾
力
的
な
対
応
。

　

○
市
町
村
の
基
幹
税
で
あ
る
固
定
資
産
税
は
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見

直
し
は
断
じ
て
行
わ
な
い
。

ピックアップ①

９月定例会（９月８日開会）

熊
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た

　

本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す
る
教
育
委
員
会
委
員
の

大
竹
美
枝
子
さ
ん
の
選
任
（
再
任
）
に
つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
【
任
期
】
令
和
２
年
10
月
１
日
〜
令
和
６
年
９
月
30
日
（
４
年
間
）

ピックアップ②

熊
野
町
立
小
中
学
校
教
育
用
端
末
整
備
事
業
に
係
る

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
可
決

　

文
部
科
学
省
が
提
唱
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
児
童
・
生
徒

用
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
に
必
要
な
機
器
購
入
。

　

○
台　
　

数　

２
２
０
０
台　

　

○
取
得
価
額　

８
６
８
４
万
４
１
２
０
円

　

○
契
約
者　

株
式
会
社
ア
ス
コ
ン

ピックアップ③

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
④

教育委員会委員とは…

　地方公共団体の長の被
選挙権を有する者（満 25
歳以上の者）で、人格が
高潔で、教育や学術、文
化に関して識見を有する
者のうちから、地方公共
団体の長が議会の同意を
得て任命する。熊野町の
教育委員は、男性２名、
女性２名の合計４名。

注目補正事業



あなたが、気になる
「質問」はありますか？

くまの議会だより　第116号 ⑥⑦ くまの議会だより　第116号

臨
時
会

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

議
会
審
議

皆
さ
ん
の
「
く
ら
し
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させていただいています。
　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。
　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての内容を視聴することができます。

その他の町行政
公共施設
管　　理
整　　備

産　　業・
観　　光・
町の魅力

道路・交通

政
治
は
結
果
責
任
。
町
民
の
命
を
守
る
覚
悟
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今
後
の
町
づ
く
り
は

住
民
の
迷
惑
行
為
に
対
す
る
対
応
は

移
住
・
定
住
に
向
け
各
世
代
の
事
業
の
充
実
は

各
種
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

庁
舎
業
務
内
の
電
子
化
や

書
類
減
量
へ
の
取
り
組
み
状
況
は

中
央
と
西
部
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
計
画
は

旧
中
公
民
館
の
処
分
に
つ
い
て

町
の
活
性
化
と

賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
は

広
島
熊
野
ト
ン
ネ
ル
料
金
を
財
源
に
沿
線
整
備
を

渋
滞
対
策
と
し
て
新
た
な
交
通
手
段
の
検
討
は

熊
野
ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化
に
伴
う
渋
滞
対
策
は

荒
　
瀧
議
員

沖
　
田
議
員

尺
　
田
議
員

水
　
原
議
員

福
垣
内
議
員

福
垣
内
議
員

民
　
法
議
員

民
　
法
議
員

中
　
島
議
員

荒
　
瀧
議
員

山
　
吹
議
員

山
　
吹
議
員

P11 P10P13 P９ P８P12

質問議員８名　質問 12 項目

～令和２年第５回熊野町議会臨時会（８月）～

議会審議をピックアップ
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
可
決

歳
入
歳
出
と
も
２
億
７
５
２
８
万
５
千
円
の
増
額

総
額
122
億
４
０
１
３
万
７
千
円
に

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
の
た
め
の
事
業
予
算
》

　

①
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
者
の
搬
送
車
両
購
入
費

425
万
５
千
円

　

②
９
月
開
始
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
係
る
制
度
周
知
・
申
込
支
援

380
万
３
千
円

　

③
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ク
ー
ポ
ン
券
（
１
世
帯
６
千
円
分
）
の
発
行

８
４
０
０
万
円

　

④
筆
事
業
協
同
組
合
が
構
築
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

　
　
「
筆
の
市
」
を
支
援

１
１
０
０
万
円

　

⑤
熊
野
筆
販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作

130
万
円

　

⑥
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
調
査
設
置

580
万
８
千
円

　

⑦
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
（
児
童
扶
養
手
当

　
　

受
給
世
帯
に
１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
に
１
人
３
万
円
な
ど
）

２
２
８
６
万
１
千
円

　

⑧
本
年
４
月
28
日
〜
12
月
31
日
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
対
し

　
　

１
人
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給

１
２
４
２
万
４
千
円

　

⑨
小
中
学
校
の
全
児
童
・
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

１
億
１
６
３
０
万
円

　

⑩
熱
中
症
予
防
の
た
め
小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
空
調
設
備
等
を
整
備

１
０
０
８
万
４
千
円

　

⑪
急
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
支
援
す
る
た
め

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
業
務
を
委
託
す
る

345
万
円

（1会計につき1枚まで）

引換・利用期間

クーポン券について

熊野町観光大使 ふでりん

① 全店共通クーポン券  600 円分×5 枚

② 飲食店クーポン券  600 円分×5 枚

1,000 円（税込）以上の
お会計で1 枚利用できます。

令和２年10月20日（火）～令和3年1月31日（日）

【クーポン券の使用について】

クーポン券は、参加店舗の全店共通で利用できるクーポンが5枚（3,000円分）と飲食店で利用できるクーポンが5枚

（3,000円分）がセットとなっており、参加店舗において利用期間内に限り利用が可能です。利用後の返品等によるクーポン

券の返却、クーポン券の現金との引き換え、利用金額がクーポン券の額面に満たない場合の釣銭の支払いはできません。

盗難・紛失・滅失に対して、発行者（熊野町）は責任を負いません。

ご利用いただく店舗によっては、クーポン券の利用対象外となる商品やサービス等がある場合もありますので、確認の上、

利用をお願いします。

〒731-4214 広島県安芸郡熊野町中溝4丁目17-13-3F（熊野町商工会内）　【受付時間】10：00～17:00（平日のみ）　【開設期間】令和3年2月26日（金）まで

TEL.082-881-0181熊野町地域経済応援クーポン券コールセンターお問い合わせ

熊野町から届くクーポン引換券と

クーポン券を取扱店にて引換え致します。

クーポン券は以下の商品・サービス等にはご使用いただけません。

①たばこ（電子たばこを含む）の購入

②換金性の高いもの（商品券（図書券・ビール券等）、官製はがき、切手、収入印紙、プリペイドカード等）

③地・家屋購入、家賃・地代・駐車料（一時預かりを除く）等の不動産に関わる支払い

④株券、先物商品、保険、宝くじ等の金融商品

⑤国や地方公共団体への支払いおよび公共料金等の支払い

⑥事業活動に伴って使用する原材料、機器類及び仕入れ商品等の調達。

⑦「風俗営業等の規制および業務の適正化等に関する法律」第２条に規定する営業に関わる支払い

引換・利用期間

熊野町観光大使 ふでりん

令和２年令和２年令和２年令和２年令和２年令和２年令和２年101010101010月月月2020202020日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年日（火）～令和3年111月月月31313131日（日）日（日）日（日）日（日）日（日）

熊野町観光大使 ふでりん

熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と熊野町から届くクーポン引換券と

クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。クーポン券を取扱店にて引換え致します。

主 な 質 疑

Ｑ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
者

の
搬
送
車
両
の
運
行
方
法
は
。

Ａ
．
保
健
所
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
関

や
医
療
機
関
に
町
の
職
員
が
搬
送
す
る
。

Ｑ
．
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ク
ー
ポ
ン
券（
600
円
×
10
枚
）

は
、
町
内
の
小
規
模
店
や
商
工
会
加
盟
店
に
配

慮
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
．
ク
ー
ポ
ン
券
10
枚
の
う
ち
５
枚
は
、
飲
食
店
専

用
の
券
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
．
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

Ａ
．
す
で
に
生
ま
れ
て
い
る
子
ど
も
の
世
帯
に
は
、

予
算
議
決
後
直
ち
に
郵
送
で
案
内
す
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
世
帯
に
は
、
出

生
届
出
時
等
に
案
内
す
る
。

Ｑ
．
小
中
学
校
特
別
教
室
の
空
調
設
備
工
事
の
実
施

後
に
お
い
て
、
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
特
別

教
室
が
ど
の
程
度
あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
整

備
計
画
は
あ
る
か
。

Ａ
．
美
術
室
、
社
会
科
教
室
等
が
未
整
備
で
あ
る
。

今
後
、
国
の
有
利
な
財
源
が
出
て
く
れ
ば
整
備

し
て
い
く
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ク
ー
ポ
ン
券
（
地
域
経
済

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
）
と
は
…

　

町
内
の
登
録
店
舗
で
の
み
使
え
る
ク
ー
ポ
ン

券
。
登
録
店
舗
で
１
，
０
０
０
円
（
税
込
）
以

上
の
支
払
い
で
１
枚
（
600
円
分
）
使
用
可
能
で

す
（
１
会
計
に
つ
き
１
枚
ま
で
）。

③ 熊野町地域経済応援
　 クーポン券チラシ

④ 「筆の市」インター
　 ネットサイト

⑥ 防災行政無線
　 戸別受信機
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議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

一
般
質
問

Q
A
広島熊野トンネル料金を財源に沿線整備を

〈町長〉

大多数の町民は無料化を望んでいる。荒瀧 穂積議員

【
Ｑ
１
】

　

今
か
ら
は
、
規
制
緩
和

と
縦
割
り
行
政
を
変
え
る

と
き
で
あ
る
。
想
定
さ
れ

る
東
南
海
地
震
や
水
害
に

広
島
市
、
海
田
町
な
ど
と

地
域
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

広
島
熊
野
道
路
料
金
は
、

100
円
で
年
間
４
，
５
億
円

見
込
め
る
。
そ
れ
を
活
用

し
第
２
ト
ン
ネ
ル
、
県
道

矢
野
安
浦
線
の
整
備
に
活

用
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

広
島
熊
野
道
路
は
有
料

道
路
事
業
と
し
て
借
入
金

を
全
額
償
還
し
た
の
ち
に

無
料
開
放
す
る
も
の
で
あ

り
、
収
支
状
況
を
踏
ま
え

12
月
６
日
か
ら
無
料
と
な
る
。

　

地
域
懇
談
会
な
ど
で
も

町
民
の
大
多
数
が
無
料
化

に
賛
成
さ
れ
る
。
県
に
は
、

新
県
道
延
伸
を
要
望
す
る

の
が
現
実
的
と
考
え
る
。

Q
A

熊野トンネルの無料化に伴う
渋滞対策は
〈町長〉

無料化後の交通量を予測したうえで、必要な
対策が順次進められている。

【
Ｑ
１
】

　

無
料
化
ま
で
３
か
月
と

な
っ
た
現
在
の
対
策
状
況

は
。

【
Ａ
１
】

　

熊
野
ト
ン
ネ
ル
は
、
12

月
６
日
か
ら
無
料
化
さ
れ

る
。
無
料
化
後
に
交
通
集
中

が
予
想
さ
れ
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
と
な
る
交
差
点
の
対
策

を
行
う
。
予
想
さ
れ
る
渋

滞
要
因
に
対
し
て
、
右
左

折
レ
ー
ン
の
追
加
な
ど
の

改
良
工
事
を
実
施
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
熊
野
か

ら
海
田
大
橋
方
面
へ
の
オ

ン
ラ
ン
プ
整
備
は
、
既
に

完
了
し
て
い
る
。
海
田
大

橋
入
口
交
差
点
で
は
、
８

月
に
レ
ー
ン
増
設
工
事
の

契
約
が
行
わ
れ
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

次
に
、
平
谷
交
差
点
で

は
、
７
月
に
レ
ー
ン
増
設

工
事
の
契
約
が
行
わ
れ
、

間
も
な
く
工
事
を
実
施
す

る
。
併
せ
て
、
交
差
点
の

信
号
制
御
の
調
整
等
も
実

施
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

無
料
化
後
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

無
料
化
後
の
状
況
を
見

て
、
必
要
で
あ
れ
ば
追
加

の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

【
Ｑ
３
】

　

将
来
的
に
渋
滞
が
緩
和

さ
れ
な
い
と
定
住
・
交
流

人
口
の
減
少
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

渋
滞
対
策
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
解
消
に
向
け

引
き
続
き
対
策
を
行
っ
て

い
く
。

山吹 富邦議員

道 路
交 通

▲ 海田オンランプの整備状況

A
渋滞対策として新たな交通手段の検討は
〈町長〉

将来的な公共交通のあり方は、広域的な観点から検討がなされるべき。

【
Ｑ
１
】

　

渋
滞
解
消
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

町
内
に
お
い
て
交
通
が

集
中
す
る
県
道
の
交
通
分

散
の
た
め
、
バ
イ
パ
ス
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
主
要
な
交
差
点
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
と
し

て
、
交
差
点
改
良
も
必
要

で
あ
る
。
広
島
県
道
路
整

備
計
画
２
０
１
６
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
早
期
整
備

の
促
進
を
図
る
。

【
Ｑ
２
】

　

渋
滞
対
策
と
し
て
、
道

路
に
依
存
し
な
い
新
し
い

交
通
手
段
の
検
討
も
必
要

で
は
。

【
Ａ
２
】

　

現
状
と
し
て
、
軌
道
系

交
通
機
関
の
な
い
本
町
で

は
、
県
道
が
動
脈
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
実
施
中
の
県

道
矢
野
安
浦
線
や
瀬
野
呉

線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
等
に

注
力
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

新
た
な
交
通
手
段
の
導

入
に
よ
り
、
利
便
性
向
上

や
定
住
・
交
流
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
。

　

周
辺
市
と
共
同
で
、
ス

カ
イ
レ
ー
ル
み
ど
り
坂
の

よ
う
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を

検
討
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

公
共
交
通
に
求
め
ら
れ

る
機
能
は
、
ま
ち
づ
く
り

と
共
に
明
ら
か
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
る
。

　

将
来
的
に
は
、
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

〈山吹 富邦 議員〉QQ
A

町の活性化と賑わいづくりに
向けた取り組みは
〈町長〉

大型商業施設等の新設に伴い、先方の意向も踏まえ、
連携と活性化を進める。

中島 数宜議員

【
Ｑ
１
】

　

ト
モ
・
ビ
オ
パ
ー
ク
、

サ
ッ
カ
ー
場
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
相
次
い

で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
民

間
と
の
連
携
に
よ
る
町
の

賑
わ
い
と
、
活
性
化
を
進

め
る
考
え
は
。

【
Ａ
１
】

　

こ
れ
ら
の
施
設
の
オ
ー

プ
ン
は
、
本
町
の
生
活
の

利
便
性
や
魅
力
の
向
上
に

寄
与
す
る
も
の
と
大
い
に

期
待
し
て
い
る
。
先
方
の

意
向
を
踏
ま
え
、
町
の
賑

わ
い
、
活
性
化
に
向
け
た

取
組
み
を
推
進
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

中
溝
の
街
並
み
は
昔
な

が
ら
の
た
た
ず
ま
い
を
の

こ
し
て
い
る
。
仮
称
「
中

溝
昭
和
通
り
」
を
賑
わ
う

街
に
復
活
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

【
Ａ
２
】

　

来
町
者
を
筆
の
里
工
房

周
辺
に
導
く
ル
ー
ト
と
し

て
観
光
素
材
に
な
り
う
る

可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と

協
働
に
よ
り
、
活
性
化
に

向
け
て
取
り
組
む
。

【
Ｑ
３
】

　

町
内
に
は
茅
葺
古
民
家

が
多
く
残
っ
て
い
る
。
町

が
変
わ
れ
る
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
さ
ず
、
再
生
・
保

護
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

【
Ａ
３
】

　

再
生
・
保
護
は
文
化
的

な
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
。
所
有
者
の
ご
理
解
を

頂
き
な
が
ら
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
け

る
の
か
調
査
・
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
。

【
Ｑ
４
】

　

サ
ッ
カ
ー
場
、
ハ
ロ
ー

ズ
を
一
時
避
難
場
所
と
し

て
利
用
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

ど
ち
ら
の
施
設
に
つ
い

て
も
協
定
の
締
結
が
可
能

と
な
る
よ
う
事
務
を
進
め

て
い
く
。

▲ 広島熊野道路・
　 平谷交差点付近

▲ 県道矢野安浦線整備状況

産業
観光

まちの魅力
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議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

Q
A

旧中公民館の処分について

〈町長〉

建物を撤去後整地して、土地は所有者へ
返還する。

【
Ｑ
１
】

　

旧
中
公
民
館
の
敷
地
は

借
地
だ
が
、
い
つ
ま
で
借

地
料
を
払
う
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

生
活
道
路
確
保
の
た
め

の
町
道
改
良
や
整
地
工
事
、

境
界
杭
打
設
な
ど
の
期
間

を
要
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

が
順
調
に
推
移
し
て
土
地

の
返
還
時
期
を
令
和
３
年

度
末
ま
で
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
期
間
は
、
お
支
払
い

す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

土
地
は
更
地
に
し
て
地

主
に
返
還
す
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

当
該
土
地
賃
貸
借
契
約

に
お
い
て
原
形
に
復
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
と
な
っ

て
お
り
、
建
物
を
解
体
し

て
、
土
地
は
土
の
状
態
に

し
て
返
還
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

旧
中
公
民
館
は
、
空
き

家
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

防
災
面
か
ら
不
安
に
な
る
。

町
の
対
応
は
。

【
Ａ
３
】

　

防
犯
面
等
近
隣
住
民
に

不
安
を
与
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
解
体
工
事
は
、
令

和
２
年
度
以
内
の
完
了
に

極
力
努
め
る
。

【
Ｑ
４
】

　

敷
地
の
一
部
は
実
質
的

に
近
隣
住
民
の
生
活
道
路

と
な
っ
て
い
る
。
代
わ
る

道
路
改
良
工
事
の
具
体
的

な
内
容
は
。

【
Ａ
４
】

　

旧
中
公
民
館
裏
の
町

道
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
測

量
設
計
業
務
を
実
施
し
て

い
る
。
狭
い
部
分
の
拡
幅
、

延
長
等
に
つ
い
て
は
調
整

中
で
あ
る
。

民法 正則議員

公共施設

管理・整備

▲ 旧中公民館

A
各種資源の有効利用について
〈町長〉

学校の打ち抜き井戸水はグラウンドへの水まきなどに有効活用している。

【
Ｑ
１
】

　

庁
舎
内
の
エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
は
。

【
Ａ
１
】

　

基
本
は
28
℃
を
目
安
。

一
部
機
器
に
お
い
て
老
朽

化
に
よ
り
集
中
管
理
に
よ

る
調
整
が
で
き
な
い
状
況

が
あ
り
議
場
に
つ
い
て
も

若
干
寒
く
感
じ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
夏
場
の
基
本

は
28
℃
と
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

小
中
学
校
で
の
水
道
利

用
料
金
に
つ
い
て
。

【
Ａ
２
】

　

小
中
学
校
全
体
で
、
月

平
均
で
約
73
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

打
ち
抜
き
井
戸
の
整
備

状
況
は
。

【
Ａ
３
】

　

町
内
小
中
学
校
の
う
ち
、

３
校
に
防
災
用
の
打
ち
抜

き
井
戸
を
整
備
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

利
用
状
況
は
。

【
Ａ
４
】

　

打
ち
抜
き
井
戸
は
災
害

時
、
非
常
時
用
だ
が
、
散
水

栓
や
水
栓
柱
を
設
け
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
の
散
水
等
に

使
用
し
て
い
る
。
防
災
安

全
課
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
野
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
等
と
協
議

し
、
日
常
点
検
を
兼
ね
て

有
効
利
用
し
て
い
き
た
い
。

〈福垣内 邦治 議員〉Q

A
中央と西部地域防災センターの今後の計画は
〈町長〉

地域防災センター整備構想に基づき、西部、中央の順で整備を行う。

【
Ｑ
１
】

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題

と
は
。

【
Ａ
１
】

　

町
内
の
道
路
で
土
砂
崩

れ
な
ど
に
よ
る
遮
断
、
渋

滞
が
起
き
た
と
き
、
役
場

横
の
備
蓄
倉
庫
か
ら
全
て

の
物
資
を
各
避
難
所
へ
供

給
す
る
こ
と
は
、
困
難
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　

小
さ
な
町
に
東
部
、
中
央
、

西
部
の
３
か
所
の
防
災
セ

ン
タ
ー
が
必
要
な
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

災
害
発
生
時
の
物
資
輸

送
を
短
時
間
で
確
実
に
行

え
る
範
囲
を
考
慮
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
自
主
防

災
組
織
の
活
動
拠
点
と
な

る
こ
と
や
、
今
後
広
げ
て

い
く
民
間
施
設
へ
の
適
切

な
支
援
の
た
め
に
も
、
３

か
所
が
必
要
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

防
災
セ
ン
タ
ー
の
通
常

時
の
具
体
的
な
利
用
は
。

【
Ａ
３
】

　

地
域
住
民
や
自
主
防
災

組
織
を
対
象
に
、
防
災
講

座
、
講
演
な
ど
を
開
催
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
も
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　

西
部
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
の
施
設
規
模
は
。
ま

た
、
中
央
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
は
。

【
Ａ
４
】

　

西
部
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

洗
濯
室
、
授
乳
室
、
ペ
ッ

ト
専
用
ス
ペ
ー
ス
等
を
整

備
す
る
計
画
で
、
最
低
で

も
200
㎡
程
度
の
延
べ
床
面

積
を
考
え
て
い
る
。
中
央

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、

今
の
段
階
で
は
、
確
定
し

て
い
な
い
。

〈民法 正則 議員〉Q

Q
A

庁舎業務内の電子化や
書類減量への取り組み状況は
〈町長〉

電子決裁等により、業務の効率化、書類の減量化に
鋭意取り組んでいる。

福垣内邦治議員

【
Ｑ
１
】

　

業
務
用
の
パ
ソ
コ
ン
配

備
状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　

パ
ソ
コ
ン
を
職
員
全
員

に
配
備
し
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
も
付
与
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

コ
ピ
ー
用
紙
の
購
入
量
、

使
用
状
況
は
。

【
Ａ
２
】

　

毎
月
約
22
万
枚
を
購
入

し
、
両
面
印
刷
な
ど
に
努

め
利
用
率
は
86
％
と
な
っ

て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

職
員
間
の
連
絡
文
書
は
。

【
Ａ
３
】

　

サ
イ
ボ
ウ
ズ
と
い
う
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
導
入
し

庁
舎
内
の
連
絡
事
項
は
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
周
知
し
て

い
る
。
電
子
的
な
掲
示
板

で
職
員
全
体
へ
の
周
知
を

行
い
、
現
在
、
職
員
間
同

士
で
の
紙
の
や
り
と
り
は

行
っ
て
い
な
い
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
等
を
十
分
に

踏
ま
え
た
上
で
対
応
す
る
。

サイボウズとは…
　主に中小企業等で急速に利用が進んでい
るグループウェア（情報を共有するシステ
ム）の一種。スケジュール共有、掲示板、ファ
イル管理などパソコンを使用して行い、紙
の節約、連絡事務の効率化が見込める。

▲ 井戸水利用による水やり

その他の
町行政
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議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

Q
A

移住・定住に向け各世代の事業の充実は

〈総務部長〉

「熊野町総合計画」の基本理念に基づき取り組んでいく。

【
Ｑ
１
】

　

高
齢
者
の
方
に
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
補
助
が
あ
る
。
12

歳
以
下
の
子
ど
も
達
は
、

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し

な
い
と
い
け
な
い
。
子
ど

も
達
に
対
し
て
も
、
補
助

は
行
え
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

予
防
接
種
法
施
行
令
に

よ
り
、
定
期
接
種
と
な
る

高
齢
者
に
は
補
助
が
あ

る
。
任
意
接
種
と
な
る
12

歳
以
下
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
を
み
て
対

応
し
て
い
く
。

【
Ｑ
２
】

　

家
を
建
て
る
時
に
は
、
定

住
応
援
支
援
補
助
が
あ
る
。

長
年
住
み
続
け
た
方
に
対

し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

の
制
度
は
作
れ
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　

現
在
、
顕
在
化
し
つ
つ

あ
る
空
き
家
対
策
と
連
動

し
て
研
究
し
て
い
く
。

【
Ｑ
３
】

　

車
の
運
転
が
で
き
な
い

高
齢
者
の
方
へ
、
町
内
路

線
バ
ス
乗
車
の
、
補
助
化

は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

交
通
弱
者
対
策
と
し
て

¬
お
で
か
け
号
」
を
運
行

し
て
い
る
。
現
時
点
で
の

路
線
バ
ス
乗
車
の
補
助
化

は
考
え
て
い
な
い
。

【
Ｑ
４
】

　

雨
が
降
る
た
び
に
不
安

視
さ
れ
る
急
傾
斜
崩
壊
地
、

定
期
的
な
検
査
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。

【
Ａ
４
】

　

豪
雨
時
等
に
は
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
斜
面
の
状

況
等
に
応
じ
て
、
柔
軟
な

箇
所
選
定
を
行
っ
て
い
く
。

水原 耕一議員

Q
A

住民の迷惑行為に対する対応は

〈町長〉

迷惑行為に関する条例の根拠となる法律の制定を議員と共に
国会議員に要望したい。

【
Ｑ
１
】

　

住
民
が
公
衆
に
対
し
、

生
命
、
財
産
、
安
全
を
脅
か

す
悪
質
な
迷
惑
行
為
（
ご
み

屋
敷
・
倒
壊
の
お
そ
れ
の

あ
る
空
家
・
騒
音
・
猫
等

の
動
物
へ
の
餌
や
り
な
ど
）

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
自
治
体
も

関
与
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
社
会
的
な
義
務
を

果
た
さ
な
い
者
に
対
し
て

は
し
か
る
べ
き
措
置
を
と

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

【
Ａ
１
】

　

法
令
、
条
例
等
に
抵
触

し
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い

て
は
、
当
事
者
間
で
解
決

を
図
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
弁
護
士
を
は
じ
め

と
す
る
専
門
の
相
談
窓
口

を
紹
介
す
る
な
ど
、
円
満

な
解
決
を
心
が
け
て
対
応

し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

あ
る
行
政
課
題
に
対

し
て
条
例
が
先
行
し
て
制

定
さ
れ
た
後
、
後
追
い
的

に
法
律
が
制
定
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
く
な
い
。
逆
に
、

法
律
は
で
き
て
い
る
の
に

条
例
整
理
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
ケ
ー
ス
の
自
治
体

と
い
う
の
も
あ
る
。

　

全
国
的
に
は
、
い
わ
ゆ

る
迷
惑
行
為
防
止
条
例
な

ど
策
定
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
、
本
町
で
も
社

会
問
題
や
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
迷
惑
行
為
に

関
す
る
条
例
の
早
急
な
整

備
を
強
く
要
望
す
る
が
ど

う
か
。

【
Ａ
２
】

　

迷
惑
行
為
に
関
わ
る
条

例
に
は
罰
則
規
定
が
無
い

と
強
制
力
が
な
い
。
罰
則

を
設
け
る
と
な
る
と
検
察

庁
な
ど
と
か
な
り
の
協
議

が
必
要
と
な
る
。

　

罰
則
を
付
け
る
な
ら
法

律
で
作
る
の
が
一
番
簡
単
。

　

必
要
な
ら
ば
今
後
策
定

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
も
う
少
し

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

尺田 耕平議員
A

政治は結果責任。町民の命を守る覚悟は
〈町長〉

反省はしている。犠牲者を出さないよう各種施策を講じる責任は行政にある。

【
Ｑ
１
】

　

政
治
家
（
町
長
・
議
員
）

の
結
果
責
任
が
問
わ
れ
て

い
る
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で

は
12
名
の
命
を
失
っ
た
。

　

２
年
後
や
っ
と
町
長
は

反
省
を
述
べ
た
。
そ
の
内

容
を
伺
い
た
い
。

　

当
日
、
坂
町
は
17
時
半

に
発
令
。
本
町
は
19
時
発

令
（
避
難
３
条
件
が
揃
っ

た
50
分
後
）。

　

空
白
の
50
分
間
に
何
を

し
て
い
た
か
。

【
Ａ
１
】

　

避
難
３
条
件
（
前
兆
、

雨
量
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
）
が
揃
い
発
令
ま
で
に

手
間
取
っ
た
こ
と
は
認
め

深
く
反
省
し
て
い
る
。

50
分
に
つ
い
て
は
、
犠

牲
者
が
出
た
こ
と
と
直
接

結
び
つ
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
答
え
が
難
し
い
。

〈荒瀧 穂積 議員〉Q

Q
A
コロナ禍における今後の町づくりは

〈町長〉

町行財政への影響をよく見極め、必要な対策や今後の事業を
展開していく。

沖田ゆかり議員

【
Ｑ
１
】

　

乳
幼
児
を
抱
え
て
の
避

難
が
不
安
で
あ
る
と
の
保

護
者
の
声
が
多
く
、
密
を

避
け
る
た
め
に
も
、
こ
ど

も
夢
プ
ラ
ザ
を
避
難
所
と

し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

今
す
ぐ
専
用
の
施
設
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。

【
Ｑ
２
】

　

給
与
の
減
額
や
失
業
な

ど
で
家
計
に
お
け
る
医
療

費
の
負
担
が
大
き
く
、
医

療
費
助
成
の
対
象
を
、
他

市
町
と
同
じ
小
学
３
年
生

ま
で
に
拡
大
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

【
Ａ
２
】

　

実
行
す
る
方
向
で
考
え

る
の
で
、２
年
か
ら
３
年
、

辛
抱
し
て
頂
き
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　

町
内
の
小
中
学
校
で
、

コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
に
よ
り
学
級
閉
鎖

や
臨
時
休
業
に
な
っ
た
場

合
に
つ
い
て
も
年
度
末
ま

で
に
授
業
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

【
Ａ
３
】

　

遅
れ
た
授
業
の
取
戻
し

は
で
き
て
い
る
。
時
間
に

余
裕
を
持
っ
た
形
で
進
め

て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

筆
の
里
工
房
周
辺
の
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
土

砂
災
害
の
発
生
し
た
場
所

で
の
事
業
計
画
に
不
安
視

す
る
声
も
あ
る
。
観
光
交

流
拠
点
整
備
に
つ
い
て
は

事
業
を
抑
制
す
る
べ
き
で
は
。

【
Ａ
４
】

　

財
政
的
に
も
災
害
や
新

型
コ
ロ
ナ
の
対
応
で
想
定

外
の
支
出
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
再
度
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

▲ 大原ハイツ砂防堰
えんてい
堤
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議
会
審
議

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

議
会
審
議

令
和
元
年
度
決
算

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

あ
り
ゃ
ぁ
ど
う
な
っ
た
ん
か
い
の
？

今
月
の
表
紙

防災行政無線デジタル化更新事業実施状況を確認
総務厚生委員会

　９月 16 日に総務厚生委員会を開催し、住民生活部防災安全課から「令和２年度の防災行政無線デ
ジタル化」の進捗状況について説明を受けた後、質疑を行いました。

主な質疑
Ｑ　計画どおりに進捗しているか。
Ａ　 発令判断支援システムが若干遅れているが、屋外スピー
カーの更改は 12 月に工事が完了し、戸別受信機の設置は、
電波の使用許可が遅れたが、10 月後半には電波確認が行
える予定である。

Ｑ　庁舎内に立ち入れない場合の町内放送の対応は。
Ａ　 庁舎が孤立化した場合、図書館に設置している非常用親
局装置を使用し、町内放送を行います。

Ｑ　情報伝達ツールとして、電話・ＦＡＸとあるがその詳細は。
Ａ　 電話による情報の伝達は、電話登録者にお知らせします。なお、FAXによる情報の伝達は、障
害者等の利用に限定しております。

Ｑ　戸別受信機はいつでも申請可能か。負担額は変わるのか
Ａ　 NECの機器を利用しているが、その機器を使用している間は、供給可能である。
　　 戸別受信機の設置は、基金（災害支援金）を充てており、基金がなくなるまでは自己負担額を
変える予定はない。

最終的に町側へ政策提言を行うことを目標として委員会を運営していきます。

▲  所管する事業が適正に計画どおり
　 実施されているか確認しました。

学校の新しい生活様式について
文教委員会

　９月 15 日に文教委員会を開催し、コロナ禍における学校の問題点や教育現場について、教育部か
ら報告を受けた後、質疑を行いました。

主な報告内容
　〇授業における課題や問題点
　　主体的な学習における「対話」に一部制約がある。
　〇学校行事に関して
　　運動会などが中止となり、達成感がない。
　　修学旅行の目的地変更。
　〇教室の消毒や換気について
　　 清掃時間に合わせて１日１回消毒を実施。多くの人が手に触
れる部分（手すり・ドアノブ・手洗いカラン）を中心に行う。

主な質疑
Ｑ．修学旅行について、今後どのように考えているのか。
Ａ． 今まで目的地は関西や関東が多かったが、小学校は山口方面、中学校は九州・四国方面で検討。
何を目的に行うのか、それに適した旅行先はどこなのか。子どもたちの安全を第一に考えた修
学旅行の実施について、教育委員会と学校で連携を取っている。

コロナ禍の中、学校現場での「新しい生活様式」に注視し、必要な対策について検討していきます。

ありゃぁ どうなったんかいの？

追　跡

　第三弾は「ため池災害復旧の進捗」と「ため池廃止事業」です。
　本町には、200か所以上のため池があります。平成30年７月豪雨では、ため池に起因する人
的被害はなかったものの、８か所のため池が被害を受けました。
　被害を受けたため池のうち、令和元年度までに６か所の復旧工事が終わり、残り２か所が今年
度末までに完了予定となっています。
　また、県が実施主体となる「ため池廃止事業」の活用については、ため池管理者・水利権者な
どの関係者から36件の廃止要望があり、令和２年度現在、11件が採択を受けています。
　平成30年７月豪雨による復旧工事が優先され、ため池廃止工事には時間を要していますが、
今後も継続して県に対する要望が行われます。

No. ３

　

私
た
ち
東
熊
野
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
空
手
道
）
は
、
今

年
６
月
か
ら
新
規
登
録
団
体

と
し
て
熊
野
第
二
小
学
校
体

育
館
で
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
７
時
〜
９
時
ま
で
幼
年
か

ら
高
校
生
で
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

空
手
道
に
は
形
と
組
手
と

い
う
２
つ
の
競
技
が
あ
り
ま

す
が
、
技
術
の
向
上
と
共
に

礼
節
を
重
ん
じ
る
事
を
大
切

に
し
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
数
回
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・

花
火
・
餅
つ
き
等
の
親
睦
の

場
を
設
け
和
気
あ
い
あ
い
と

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
手
道
を
通
し
て
心
身
共

に
強
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

代
表
指
導
者　

細
川　

正
剛

電
話　
080-

５
６
１
４-

3
7
5
1

▲  コロナ禍における学校の問題点
等について確認しました。

平成30年７月豪雨復旧状況（呉地大池）

施工前 施工後

◀ため池廃止工事イメージ

　ため池廃止事業は、廃止するため池に土を埋める
のではなく、水を抜いた上で堤防を掘削し、貯水機
能をなくす工事です。
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あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

表紙写真

12月８日（火曜日）

小田原正龍さん

スポーツ少年団東熊野
（空手道）

開会を予定しています。

　

見
え
な
い
敵
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
続

い
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
終
息

が
見
え
な
い
中
、
地
域
経
済

へ
の
打
撃
は
目
を
覆
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
９
月
定
例
議

会
も
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
等
の

議
論
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
の
役
割
は
、
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
町
民
の

「
困
っ
た
」
と
い
う
声
を
く

み
取
り
政
策
提
言
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
で
す
。
予
算
も

条
例
も
最
終
決
定
権
は
町
長

で
は
な
く
議
会
に
あ
り
ま
す
。

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
責
任
が
議
員
に
あ
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
研
鑽
を

積
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

光
本　

一
也

令和を生きる君たちへ
第 ５ 回

　今回は令和２年３，４月に誕生された赤ちゃんを取材し、掲載させていただきました
〔くまの・こども夢プラザ（ブックスタート事業）にて〕

取材に協力していただいた赤ちゃんのお名前： 晴
はづき

月ちゃん、依
い お り

央莉ちゃん、颯
はやと

斗くん、大
やまと

翔くん、紬
つむぎ

生くん
 取材／沖田

　
　
ど
ん
な
子
ど
も
に

　
　
育
っ
て
ほ
し
い
？

Ｑ

• 

ど
ん
な
時
で
も

  

優
し
く
明
る
い
子

• 

何
に
で
も

  

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
子

• 

あ
り
が
と
う
、

  

ご
め
ん
ね
を
い
え
る
子

  

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
子

• 

思
い
や
り
が
あ
る

  

優
し
い
子

• 

た
く
ま
し
く
元
気
に

  

育
っ
て
ほ
し
い

Ａ

• 

雨
で
も
土
日
で
も

  

遊
べ
る
室
内
広
場

• 

乳
児
医
療
の
対
象
を

  
拡
大
し
て
ほ
し
い

Ａ

　
　
熊
野
町
に

あ
っ
た
ら
い
い
な
…

Ｑ


